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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

· 10/25（火）　17:00まで、医療福祉学術発表のＰＰＴ提出の締め切りとなっている。

· 10/26（水）　デイナイト地域通所者とスタッフの結核健康診断がある。

· 10/26（水）　10/5の結核健康診断にて、長瀬紘一郎様が陽性の結果となっているため、レントゲンをとる予定となっている。

· 10/27（木）　カンファレンス内で、青山荘の体系移行の説明がある。

· 11/3（木）　9:15に写真撮影があり、留守番は大谷地さんと柴田さんとなる。

＜青明舎情報交換＞

・繁名　和恵　様～パンションが男性専用になる予定で、パンションを出なければならないという訴えについて、パンションに確認。そのようなことは言っていないが、「女性一人で居づらいのではないか」という話はしていたとのことである。また、本人の生活状況が気になり（ドアの開け閉めや入居者の出迎え、青明舎の振り返りノートを偽装しているのではないか等）、手を焼いているという。青明舎スタッフが本人と１週間の振り返りを行なったところ、パンションに迷惑になる行動はとっていないと話しており、パンションからの記載も特になしと書かれている。今後、青明舎スタッフがノートを確認した際には、押印しコメントを残す事としている。

・高柳　和子　様～10/18（火）、年金が入金されていないとの相談あり。確認したところ、年金証書の住所変更がされておらず、更新の手続の期日が過ぎていた。スタッフとともに住所変更を行い、更新手続を行うための書類を受け取り、担当者から説明を受けたところで、本人の表情も和らいでいる。10/20（木）、家賃の振り込み先が変更になり、振り込み券を作ったが使えなかったとのことで、スタッフ同行で家賃を振り込んでいる。本人は今までの方法に戻して欲しいと話している。

・高田　マキ　様～10/18（火）家計簿を持参しており、確認をしている。最近、電話の回数が多いことを本人と振り返り、携帯代は1ヶ月7000円～8000円でやりくりするよう伝えると「ごめん。わかった」と話すが、電話回数は変わっていない。今朝電話があり、昨日ジャスコに行って楽しかったが、夜眠れなくて、本日はデイケアに来られないと話している。頓服も服用したとの事。昼夜逆転にならないよう伝えている。

・山田　健次　様～先週、介護保険申請について、家族(兄)から了承を得、居宅介護支援事業所も利用することで日程調整を進めていたが、日程調整の連絡をしたところ、家族からは利用する予定はないと話されている。今後、本人の意向に沿って、本人にアプローチしていくこととし、申請する際の認定調査は、デイケアにてデイケアスタッフが立会うよう調整していく。

・久保　清美　様～定期訪問実施。ハローワークの求人票については、まだ担当医には相談しておらず、次回受診時に相談すると話している。就労の意欲はあるとのことである。溜まった小銭は、デイナイトケアの食事代を小銭で支払っていることや買い物の支払いも小銭を使用していること、枚数が減ってきている。本人も「小銭が減って嬉しい。これからは1円玉や5円玉も使って減らしていきたい」と話している。

・田中　一　　様～年金診断書や自立支援法の更新期限が近づき、3級に落とされるのではないか、グループホームを継続して利用できるかどうかと不安を訴えている。11月に手続きを行う事を説明している。

・種本　サハ　様～歯の治療のため、入れ歯は外さないよう伝えている。夕食については、まだ意志は定まっていないが、「デイナイトで摂った方がいいのかな」と話す事が多くなっている。

・富田　紀子　様～指の痛みが続き、日赤受診時、筋が切れた可能性もあるが、可動可能な為、もう少し様子を見ることとしている。以前、リハビリ通院を頻回にしたことで、生活保護担当者から指導があったため、今後またリハビリが必要となる場合は、週２回までとするよう説明している。

・松永　勘五郎様～インフルエンザ予防接種は、どうしても受けたくないと拒否している。

＜事例検討＞

繁名　和恵　様（47）統合失調症　　デイケア利用歴：4年５ヶ月　80％（月～金）
検討内容：目標と計画の見直し
長期目標：単身生活を維持する。

中期目標：生活全般においての自己管理を行う。

短期目標：①不調を感じた際に自己対処ができる。

　　　　　　②デイケアを休まず利用し、安定した生活リズムを保つ。

　　　　　　③近所トラブルなく過ごせる。

治療計画：①不調を感じる原因や兆しの傾向を把握し、不調の予防と共に不調を感じた際には相談・服薬・安静・受診を使い分けて対処することができるよう促す。

　　　　　　②些細な不調や私用を理由にデイケアを欠席希望することが多い為、状況を確認した上で来所可能な様子の場合には来所を促す。頑なに来所を拒む際には、青明舎へも情報提供を行う。

　　　　　　③苦情の有無を確認し、苦情がある際には自身の言動の振り返りと対処を検討する。

現状
・9月の出席率は80％で、比較的に来所できており、以前より欠席の回数が減っている。

・頭痛、腹痛、幻聴等の不調は毎日訴えているが、頓服薬を服用したり、安静したり、外来受診したりと本人なりに対処している。

・金銭トラブルがあった日は、夜眠れなかったが、それ以外は安定して睡眠は取れていると話している。

・9月にはパンション内でのトラブルは聞かれていない。

・パンションで不調時に過ごすことで、迷惑行為となっていることがある。

・本人は苦情については無自覚

検討結果

①について

・本人は自分なりに対処できている。

・外来診察が頻回となり、主治医から用件の確認がある。

⇒継続＋「受診する前にスタッフへ相談」を追加

②について

· 本人が自分に都合の良い内容で、各施設のスタッフへ話をする事あり、施設間で情報共有する必要がある。“青明舎への情報提供”内容としては、デイケアに本人が話した内容とデイケアスタッフが本人へ伝えた内容を伝達する。

・本人が不調時にパンションで過ごすことで迷惑行為（ドアの開け閉めなど）となっている事があるが、本人は苦情について無自覚である。

⇒“頑なに来所を拒む際には～”を“欠席する際は～”に変更。

＜利用者様状況＞

・川口　尚良　様～10/25（火）より、自律訓練法実施することとなる。場所はミーティング室を使用する予定。

・高田　マキ　様～昨夜眠れず、頭が重いとのことで、本日欠席となっている。日中寝過ぎないよう伝えている。

・大久保　恒夫様～今朝電話があり、左の腹部がニヤニヤして痛いと訴えている。我慢できない痛みであれば受診するよう伝えると、様子を見ると話している。食事はおにぎりだけ摂取しているとのことである。刺激の強い食べ物や水のがぶ飲みは控えるよう説明すると、水のがぶ飲みは心当たりがあると話している。

・稲垣　ふき　様～運動すれば痛くないが、座っていると腰が痛いと話し、腰をさする行為が見られる。様子観察していく。

・田中　正士　様～尿失禁があるようで、尿臭確認しており、時折ズボンの汚染も見られることがある。

